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ご　あ　い　さ　つ
　平素より宮古信用金庫をご利用、お引き立ていただき、誠にありがと

うございます。

　皆様方に当金庫をより一層ご理解いただくため、ディスクロージャー

誌｢宮古信用金庫の現況｣を作成いたしましたので、ご高覧賜りますよう

お願い申し上げます。

　当金庫は、地域の人々の相互扶助の精神に基づいて、昭和２年９月に設立以来、80有余

年にわたり協同組織の金融機関として、地域の皆様とともに、歩み続けてまいりました。

　平成21年度の国内景気は、失業率が高水準にあるなど厳しい状況が続いておりますが、

企業収益の改善等により、景気持ち直しの動きがみられます。

　一方、下振れ懸念として、海外景気、デフレの影響などのリスクの存在が考えられま

す。

　当地方の業況につきましては、主要産業である漁業の水揚げ高は、数量、金額ともに昨

年度を下回り、また、新築住宅着工戸数も前年度と比較して、当金庫営業区域また県全体

でも減少しております。

　このような、経済環境において、当金庫の平成21年度の業績は、預金、貸出金ともに

減少をする中で、資産の健全化を図るため、不良債権のオフバランス化を進め貸出金償却

898百万円を実施後、当期純利益157百万円を計上することが出来ました。

　地域経済は引き続き厳しさが予想されますが、今後とも、地域との共存共栄を使命とす

る信用金庫として、地域社会の未来のために、「中小企業の育成」「国民生活の安定」

「地域社会の繁栄」の３つのビジョンを基本とし、これまで以上に地元に必要な地域金融

機関となるべく努めてまいります。

　皆様には、何卒一層のご支援、ご協力を賜りますようお願い申し上げます。

平成２２年７月

宮古信用金庫

理事長　齋藤浩司
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